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2017年度

「ネウボラ（継
続的子育て支援）
の日本的展開の可

能性」

2018年度

「子育て世代包括支
援センター（日本版
ネウボラ）活性化の
課題と大学の役割」

2019年度

「子育て世代包括支援セ
ンター（日本版ネウボラ）
における多職種連携と研修

のあり方について」

To be 
Continued

2021年度

「子育て世代包括支援センター
（日本版ネウボラ）との連携に
よる予防的教育について」

2020年度

「子育て世代包括支援セン
ター（日本版ネウボラ）に
おけるオンライン相談の可能
性と予防的教育について」

２０２２年度

子育て世代包括支援センター
（日本版ネウボラ）との連携に
よるアートを取り入れた予防的
教育

研究のプロセスと展開



問題背景

2021年度の活動



問題背景

厚労省によれば、子育て世代包括支援センターは、「主として妊
産婦及び乳幼児並びにその保護者を対象とし、妊娠期から子育て期に
わたり、母子保健施策と子育て支援施策を切れ目なく提供するため、
実情を把握し、妊娠・出産・育児に関する各種の相談に応じ、必要に
応じて支援プランの策定を行う」場所である。そして、福山市におい

ても2021年から「市区町村子ども家庭総合支援拠点」が動いてお
り、そこでは、「管内に所在するすべての子どもとその家庭及び妊産
婦等を対象とし、その福祉に関し、必要な支援に係る業務を行い、特
に要支援児童及び要保護児童等への支援業務の強化を図る」ことと
なっている。



目的

本研究の目的は、拠点と連携しながら妊娠期の
妊婦（とそのパートナー）に対してアート（造
形・製作・ボディワーク）など（メンタルヘル
ス）のワークショップを通した予防的な学びの
ためのプログラムを実施・評価する。



ケア

アート

妊娠・出産・子育てという不安な時間，様々なリスクや
社会的な圧力の中で，自分の納得がいく場を見出す

＝自身の心と体の状態，
日常生活をより見つめることができる技術

生活を支えるアート：物語性・聴覚性，触覚性，視覚性

WSの問題背景

ワークショップ開催



異分野

AMC 
by 異分野

大学 × 地域

英政府機関The AHRC Cultural Value Project の研究成果に
基づく「個人の内省」，「アイデンティティ」，「主観的幸
福感」等についての効果を検討

WSの問題背景

家政学
美術教育
臨床心理・発達心理学
教育学
幼児教育学

子育て推進の行政担当者
公立図書館



 妊娠・出産・育児の当事者の支援として，
 異分野の専門家が連携してWSを開催し，  
そのプロセスや効果を検討する

WSの目的



〈ワークショップの目的〉
妊娠中の女性とそのパートナーが

心と体をアートを通して落ち着けること

〈調査〉
・ビデオカメラやデジタルカメラ等で撮影し記録
・参加者へのインタビュー（初回・最終回）

〈倫理的配慮〉
・参加者に本調査について説明し，同意を得た
・福山市立大学研究倫理審査委員会により承認された

WSの実施

〈概要〉
日程：2022年9月～10月の4週
対象：初妊婦（中期）と

そのパートナー
場所：福山市立大学
参加費：無料



ワークショップの実施

配布方法
ネウボラ推進課を通し配布
公民館に配布



体が落ち着く

ボディワーク

紙コップを

使ったパペッ

トづくり

イラっとする

時の対処法

心が落ち着く

背守り刺繍

赤ちゃんを迎

える環境づく

りのヒント

絵本の読み聞

かせのコツ

アート
×
ケア

9/3

第
２
回



１．講座情報の入手経路は，公共施設に配布しているチラシであった。
HP等のデジタル情報のみではなく，アナログ情報もまだ捨てられない。

２．講座への評価は「良かった」である。
妊娠生活や子育てに直接的な内容と共に，アートを通したWSが気分転換
になったという。生活において多方面に揺さぶりをかけることができた。

３．今後受けたい講座は，間近に迫る出産について，産後の子育てについて
など，従来型のみではなく新しい知識を得たいと思っているとわかった。

４．アートで安心・安全な気持ちを育むといった本WSのコンセプトは，受
け入れられた実感があるが，ニーズはさらに深くにあることも分かった。

インタビューを通したワークショップの評価



Webサイトの活用

2022年度の活動追加



インタビュー結果によれば、

大学と地域の行政が連携した異分野グループよるパイロット
的WSが
The AHRC Cultural Value Project の研究成果に基づく「個
人の内省」，「アイデンティティ」，「主観的幸福感」の効
果をもたらし，
地域の妊娠中の女性及び家族支援を行っていく意味が見出さ
れた。

成果と今後の課題



付記
本研究はアートミーツケア学会2022年度大会にて成果発表を行った。
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